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ハートネットホスピタルの概要
運用開始；平成２５年９月

導入目的；医師とメディカルスタッフの顔の見える連携の支援

利用範囲；医療及び介護の目的にのみ使用

参加施設

当会会員の病院，診療所

いしかわ診療情報共有ネットワークの基幹病院（一部）

当会会員に招待され参加承認された医療介護等施設

利用職種；１７職種（職種フィルター設定を活用）

医師，歯科医師，保健師，助産師，看護師，薬剤師，介護支援専門員、
理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，管理栄養士，医療ソーシャルワー
カー，歯科衛生士，社会福祉士，精神保健福祉士，地域医療連携室職員
（診療所クラークを含む），介護福祉（老健施設）

共有情報；ノート欄，ファイル一覧のでPDFなどのパス資料，アップロード施設
からの血液検査結果，処方内容

簡易電子カルテ機能を兼ね備えたコミュニケーションツール
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ID-Linkの安全性

国の通信規格を遵守した暗号化された通信管理

証明書・IDとパスワードによる利用者管理

職種に応じた閲覧管理（職種フィルター機能）

利用者の使用状況の記録管理（ログ情報管理）

同意書による患者情報閲覧管理（同意書による管理）

その他の医療連携用のアプリケーションと比べて，安全

性が担保されています
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ID-Linkの患者選択画面



同意のされた閲覧施設の確認
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連携チームの確認ができる

かかりつけ医
HNH事務局
訪問看護ステーション
往診皮膚科医
かかりつけ薬局
ケアマネ
後方支援病院
後方支援病院

HNHの職種閲覧フィルター機能

基幹病院および一部の診療所からの診療情報

閲覧職種；医師、歯科医師、看護師、准看護師、薬剤
師、管理栄養士、栄養士、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士

文書一覧、画像一覧；秘匿性の高い重要な文書

閲覧職種；医師、歯科医師

※画像のみ;理学療法士、作業療法士

ノート欄；多職種による双方向の情報共有の要

ファイル欄；パス関連書類、居宅療養管理指導書、
ケアプランなど登録

ハートネットホスピタルのメイン機能

閲覧職種；ノートとファイル欄は全職種

職種ごとに必要な情報を安全に提供す
ることが職種閲覧フィルター機能の役割



ID-Linkに格納されている情報
画像参照

処方参照

検査結果参照

ノート機能による
双方向の情報伝達
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診断書
サマリー
レポート

クリック

ボタンをクリックすると、ノート
の新規作成画面になります。

ノート機能



「本文」を書き
込みます。

「タイトル」を
書き込みます。

レ点を入れる
とメール通知
されます。

登録

ノート機能（2）

写真（現場で
撮影も可能）
を何枚でも登
録できます。
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悪化してますので、体位を３時間
おきに変えるようにしてください。

内科○○先生では、デュオアク
ティブを用意してください。

ﾚ

○定期 褥瘡の対応

内科医

皮膚科医

ﾚ

○○さんを訪問看護しました。
褥瘡に変化がありましたので、
写真を送信します。

○定期 褥瘡の対応

メールで通知

訪問看護Ns

メールで通知

メールで通知

メールで通知

ハートネットホスピタルの活用例



ブラウザーの標準機能を活用
してノート欄の検索
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ブラウザーの標準機能を活用
してノート欄の検索(MAC)
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ID-Linkをより便利に使う

ためのコンピュータの設定
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「参加登録」作業について
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通知に対するメール設定
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通知に対するメール設定(MAC)



メールのジャンプ機能
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電子カルテからのアップロード機能
ー StoreClient ー



電子カルテからのアップロード機能
ー StoreClient ー

経過緑の登録
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Mobileノート
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『Mobileノート』は、ID-Linkのノート欄の参照、書き込
みだけに特化し、スマートフォンやタブレット等のモバイル端
末で使いやすいようにデザインされた機能です。

https://www.mykarte.com/m/note

Mobileノート
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いしかわ診療情報共有ネットワー

クをより便利に使うための方法
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職員の協力を得て、「最新データ取得」作業を
診療前に行う



利用者の操作研修（セキュリティ研修）

規程上、利用者は操作研修を受講しなければなりま
せん。

施設の利用責任者にあたる、施設長または担当医
師は必ず受講してください。

利用施設の職員については、
当会でも操作研修会（ビデオ鑑賞＆テスト）を行えます。

会員施設においては、当会に代わり自施設の職員に対
して操作研修を行っていただくこともできます。

（研修後は様式第14号をご提出ください）

電子的診療情報評価料(30点)の算定
＜施設基準に係る届出が必要＞

電子的診療情報評価料は、別の保険医療機関から診療情報提供書の
提供を受けた患者について、同時に電子的方法により提供された検査
結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時
要約等のうち主要なものを電子的方法により閲覧又は受信し、当該検
査結果等を診療に活用することによって、質の高い診療が効率的に行
われることを評価するものである。・・・

＜具体的には＞

「検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料」の届出をして
いる情報公開病院（県医ＨＰ参照、市内6病院）から診療情報提供書を
受け取った時点で、ID-Linkを利用して電子的に診療情報を活用した際
に「電子的診療情報評価料（30点）」を算定することができる。

なお、診療録にはどこの病院やID-Linkのどの情報を参照したかを記載
すること。
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今後のID-Linkの進化
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電子診療加算の算定要件。

基幹病院からは、順次経過録が公開されつつあります。

加賀脳卒中パスの資料を、ID-Linkに載せる試みが始まり
ます。基幹病院も閲覧利用に向けて動きだし始めました。

iOSを含む端末から、ノート欄を直接閲覧するモバイルノー
トが用意されました。

ID-Link上で共有できるフェイスシートが準備中です。

今後、ハートネットホスピタルといしかわ診療情報共有ネッ
トワークは統合に向けて調整中です。

地域包括ケアの支援ソフトとして、地域でアドバンス・ケア・
プランニングの情報を共有する取り組みも検討中です。

在宅病床を含む病床機能再編
地域医療計画と地域包括ケアシステム

ID‐Link

高度急性期病院
地域の基幹病院

地区医師会
による調整

在宅療養支援部門
（訪問看護・リハビリ・緩和ケアチー

ム・褥瘡チーム・薬剤部門など）

H

老健施設

患者 サ高住

理念の共有と連携

患者

H

（二次）三次
救急

連携

地域医療構想の考え方 松田晋哉 H27.6.5 資料より一部改変

老健施設

訪問看護
ST

ケアマネ
事業者

在宅療養
支援診療所

外来・在宅医療チーム

連携

連携

地域地域

ケア



K病院

入院計画作成とACPの再評価と
退院前調整におけるID‐Linkの活用の提案

入院医療

A診療所

B訪問看護ST

外来・在宅医療 外来・在宅医療

治療状況・生活状況

例）グループホーム生活で
あるがADLは手引き歩行

ノート欄のコミュニケー
ション機能を活用

例）ACPの更新作業

例）入院中より退院に向
けた調整を随時協議

入院時連携
情報収集

退院前
協議

在宅療養後方支援機能
例）退院後の緩和ケア，
リハビリ状況，栄養管理

院内カンファレンス
で在宅医療チーム
も参加の上で事例

検討会

フェイスシートとACP


